
◆
功
績
の
概
要
◆ 

明
治
１４
（
１
８
８
１
）
年
、
那
珂
郡
三

反
田
村
（
現
在
の
ひ
た
ち
な
か
市
）
に
打
越

家
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
、後
に
同
郡
湊
町

（
旧
那
珂
湊
市
）の
白
土
家
へ
養
子
に
入
り

ま
し
た
。
幼
少
期
か
ら
農
業
に
熱
心
に
取
り

組
み
、
１８
歳
で
農
会
総
代
を
務
め
、
県
農

事
講
習
所
で
学
び
、
明
治
３４
（
１
９
０
１
）

年
、
２０
歳
の
時
に
県
立
農
学
校
に
入
学
し

ま
し
た
。 

明
治
３８
（
１
９
０
５
）
年
、
県
立
農
事

試
験
場
技
手
と
な
る
も
２
年
間
勤
務
し
退

職
し
、
明
治
４２
（
１
９
０
９
）
年
、
那
珂
郡

役
所
技
手
と
郡
農
会
技
手
を
兼
務
し
ま
し
た
。 

氏
は
、
那
珂
川
と
久
慈
川
に
挟
ま
れ
、
し

ば
し
ば
干
害
に
苦
し
ん
で
い
た
那
珂
台
地

の
農
業
経
営
の
安
定
を
図
る
た
め
、干
ば
つ

に
強
く
瘦
せ
地
に
も
栽
培
で
き
る
サ
ツ
マ

イ
モ
に
着
目
し
、増
収
栽
培
の
研
究
に
専
念

し
ま
し
た
。当
時
、農
家
の
副
業
と
し
て
「
甘

藷
切
り
干
（
別
名 

乾
燥
い
も
）」
が
作
ら
れ
、

主
に
東
北
地
方
に
出
荷
さ
れ
て
お
り
、
日
露

戦
争
時
は
戦
地
に
送
ら
れ
た
た
め「
軍
人
い

も
」
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
明
治
４４

（
１
９
１
１
）
年
に
は
、
那
珂
郡
農
会
は
干

ば
つ
に
強
く
、
加
工
し
て
付
加
価
値
を
高
め

る
甘
藷
切
り
干
し
は
、農
閑
期
で
あ
る
冬
の

農
家
収
入
の
安
定
化
に
重
要
で
あ
る
と
考

え
、静
岡
県
か
ら
講
師
を
招
き
講
習
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
大
正
７
（
１
９
１
８
）
年
に

は
、
自
ら
甘
藷
加
工
に
着
手
し
、
茨
城
県
を

し
て
干
し
い
も
の
特
産
地
た
ら
し
め
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、更
な
る
サ
ツ
マ
イ
モ
の
増
産
に

取
り
組
む
べ
く
、試
験
地
を
菅
谷
農
学
校
と

小
瀬
農
学
校
に
設
け
、担
当
教
諭
と
連
携
し

甘
藷
栽
培
の
研
究
・
改
良
を
進
め
、
収
穫
量

を
増
収
さ
せ
る
栽
培
法
を
確
立
し
ま
し
た
。

そ
の
後
も
、
技
術
的
に
解
り
や
す
く
、
経
済

的
で
合
理
的
な
栽
培
方
法
の
確
立
に
向
け

て
精
力
的
に
研
究
を
続
け
た
結
果
、
昭
和 

１２
（
１
９
３
７
）
年
に
画
期
的
な
「
白
土

式
甘
藷
栽
培
法
」
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
戦
時
下
に
お
い
て
、
サ
ツ
マ
イ
モ

は
ア
ル
コ
ー
ル
原
料
、主
食
で
あ
る
米
の
代

用
食
と
し
て
増
産
が
奨
励
さ
れ
、氏
は
菅
谷

に
住
ん
で
１０
ア
ー
ル
の
土
地
を
借
地
し
、

日
夜
研
究
に
打
ち
込
ん
で
い
ま
し
た
。昭
和

１７
（
１
９
４
２
）
年
に
は
、
農
林
大
臣
邸

で
開
催
さ
れ
た
甘
藷
増
産
懇
談
会
に
招
か

れ
、
大
戦
下
の
食
糧
増
産
に
寄
与
し
、
そ
れ

以
来
「
さ
つ
ま
の
神
様
」「
甘
藷
先
生
」「
昭

和
の
青
木
昆
陽
」
と
し
て
、
氏
の
名
声
は
全

国
へ
広
ま
り
ま
し
た
。 

 

一
方
、那
珂
川
左
岸
流
域
水
田
の
重
要
な

灌
漑
用
水
で
あ
る
小
場
江
堰
の
改
修
に
も

努
力
し
、
一
部
反
対
者
の
深
刻
な
妨
害
に
も

屈
す
る
こ
と
な
く
、
日
夜
講
演
会
・
座
談
会

を
開
催
し
、
大
正
１２
（
１
９
２
３
）
年
度

に
竣
工
、
那
珂
川
沿
岸
１
，
０
０
０
ヘ
ク
タ

ー
ル
余
を
干
害
か
ら
救
い
ま
し
た
。 

昭
和
２０
（
１
９
４
５
）
年
、
指
導
を
受

け
て
き
た
農
業
関
係
有
志
は
、献
身
的
な
指

導
で
あ
っ
た
氏
に
対
し
、
芳
野
村
戸
崎
（
現

在
の
那
珂
市
戸
崎
）に
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土

地
を
贈
り
「
白
土
甘
藷
研
究
所
」
を
建
設
し

ま
し
た
。 

生
涯
を
か
け
て
尽
力
し
た
農
業
振
興
の

偉
業
は
、
本
県
農
業
史
上
に
燦
然
と
輝
く
も

の
で
あ
り
、高
松
宮
殿
下
や
県
知
事
の
表
彰

を
受
け
、
昭
和
３０
（
１
９
５
５
）
年
に
は
、

黄
綬
褒
章
の
栄
誉
に
浴
し
ま
し
た
。晩
年
は
、

白
土
甘
藷
研
究
所
で
自
ら
サ
ツ
マ
イ
モ
の

栽
培
に
従
事
し
、研
究
に
精
進
し
て
い
ま
し

た
が
、
昭
和
３１
（
１
９
５
６
）
年
に
７６
歳

で
病
没
し
ま
し
た
。 

  

◆
名
誉
市
民
選
定
の
理
由
◆ 

氏
が
生
涯
を
か
け
て
尽
力
し
た
農
業
振

興
の
偉
業
は
、
戦
中
戦
後
の
食
糧
難
か
ら

人
々
を
救
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、現
在
の
那

珂
市
の
特
産
品
で
あ
る
サ
ツ
マ
イ
モ
を
原

料
と
し
た
「
干
し
い
も
」
の
一
大
産
地
と
し

て
の
礎
を
築
い
た
功
績
は
大
き
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。市
民
が
郷
土
の
誇
り
と
し
て
ひ

と
し
く
尊
敬
す
る
者
と
認
め
ら
れ
る
た
め
、

名
誉
市
民
と
し
て
選
定
し
ま
し
た
。 

 

【
略
年
表
】 

  

１
８
８
１
年
（
明
治
１４
年
） 

１
９
０
１
年
（
明
治
３４
年
） 

１
９
０
７
年
（
明
治
４０
年
） 

１
９
０
９
年
（
明
治
４２
年
） 

 

１
９
１
１
年
（
明
治
４４
年
） 

 

１
９
２
６
年
（
昭
和
元
年
） 

１
９
３
７
年
（
昭
和
１２
年
） 

１
９
４
３
年
（
昭
和
１８
年
） 

 

１
９
４
８
年
（
昭
和
２３
年
） 

１
９
５
５
年
（
昭
和
３０
年
） 

１
９
５
６
年
（
昭
和
３１
年
） 

勝
田
村
三
反
田
で
生
ま
れ
る 

茨
城
県
立
農
学
校
へ
入
学 

湊
町
白
土
家
の
婿
養
子
と
な
る 

那
珂
郡
役
所
に
入
り
農
業
技
手
と
し
て

サ
ツ
マ
イ
モ
の
研
究
に
取
り
組
む 

サ
ツ
マ
イ
モ
増
産
試
験
を
菅
谷
及
び 

小
瀬
の
農
学
校
で
開
始 

白
土
式
甘
藷
栽
培
法
に
成
功
す
る 

同
栽
培
法
の
技
術
的
体
系
が
完
成 

内
原
満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
訓
練
所

の
教
師
と
な
る 

白
土
甘
藷
研
究
所
を
設
立 

黄
綬
褒
章
を
受
章
す
る 

７６
歳
で
逝
去 

那
珂
市
名
誉
市
民
紹
介 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
故
）
白
土

し

ら

と 
松
吉

ま
つ
き
ち 

氏 

 

明
治
１４
年
１０
月
２
日
～
昭
和
３１
年
１２
月
１０
日 

(

１
８
８
１
年) 

 
 
 
 
 
 

（
１
９
５
６
年
） 


